
リニア中央新幹線の利用意向に係るアンケート調査について

（中間報告）

１． 調査の方法

   ・調査主体：リニア中央新幹線全線同時開業推進協議会

・調査手法：ＷＥＢアンケート調査（期間 H27.1.22～H27.2.5時点）

    ・回答者数：首都圏・関西圏に在住の方など 1,072人（首都圏：146人 関西圏：911人他）

２． 調査結果の主なポイント

① 東京名古屋間の暫定開業では、リニアの選択はわずか約１割。依然とし

て約８割がのぞみを選択

② リニアを選択しない理由として、約６割の方が、乗換えが不便である

こと、約３割の方が、それほど時間が短縮されないことを挙げた。

  

⇒全線開業された場合には、約９割の方がリニアを選択する。

    

③ 首都圏・関西圏の方の約９割が、同時又は早期の大阪開業を希望した。

  

⇒前倒しの支援方策として、約５割の方が「国による支援」を、

約２割の方が「地元自治体・経済界による支援」を挙げた。


